別紙様式
平成２３年度当初予算　　　支出科目　款：民生費　項：児童福祉費　目：児童福祉諸費
	事業名:里親支援機関事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　健康福祉部　子ども家庭課　児童養護担当　電話番号：058-272-1111（内2636　）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11217@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：3,427千円（前年度予算額：2,910千円）

	事業内容


	１　事業の内容


親の病気や虐待など様々な事情で、親元を離れて生活をしなければならない子どもたちに、家庭的な環境の中で生活できるよう里親への委託を推進する。

そのため、以下の事業を実施する。

・里親制度の普及啓発の実施

・里親に関心のある方、里親登録希望者等に対し研修を年２回実施し、家庭養育の必要な児童を受け入れる里親として必要な基礎的知識や技術の修得を行うとともに、その資質の向上を図る。
・里親へのサポートとして、電話相談、訪問援助、会員同士の交流会などを実施する。
	２　所要経費（千円）


　（１）人件費

　（２）報償費　  

　（３）旅　費　　
　（４）消耗品費　

　（５）役務費　　

　（６）使用料　　　　　　計3,427千円

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
　　○地域と一体となって、犯罪や暴力、事故の撲滅・防止を図り、安心して暮らせ
る地域をつくります。　
	２　これまでの取組状況


　・里親制度の啓発チラシの配布や研修の実施により、新規里親の掘り起こしを行っ

たほか、里親への支援策として、県内2か所に支援機関を指定し、随時電話相談

を受けたほか、必要に応じ訪問支援を実施し、里親の負担軽減を図ったり、里親

同士の交流会を開催し、養育の資質向上や不安感の緩和など里親を支援した。
　
	３　これまでの取組に対する評価


・里親に関心のある方、里親登録希望者等に対する研修については、県内から受講者が集まり、好評を得ている。今後も各種広報媒体を通じて、研修の開催をご案内することにより、多数の里親登録を推進する。

・里子の予想外行動による家庭内混乱を、研修によって得た知識と技術で乗り越えや
すくする。また、里親支援機関への相談窓口の設置、里親同士が集う場の提供により、
委託された子どもの適切な養育が確保され、保護を必要とする子どもの福祉の推進に
寄与する。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	2,910
	1,455
	
	
	
	
	
	
	1,455

	要求額
	3,427
	1,713
	
	
	
	
	
	
	1,714

	決定額
	3,427
	1,713
	
	
	
	
	
	
	1,714


